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１．指定概要

建設年

利用対象

応募者数

指定管理者
名称

指定期間 令和　５　年　４　月　１　日　～　令和　８　年　３　月　３１　日　（３年間）　

指定管理料 令和７年度：　46,223千円（見込）令和６年度：　46,223千円令和５年度：　46,223千円

選定方式 公募 1

指定管理業務の内容

①施設又は設備（以下「設備等」という。）の使用及び使用の許可等に関する業務
②施設等の維持管理に関する業務
③施設等の利用に関する料金の徴収等に関する業務
④文化、芸術の振興をはかるための事業
⑤体育の振興及び健康の増進をはかるための事業
⑥安土文化の振興普及に関する事業

令和６年度　指定管理者の管理運営に対する評価シート

施設番号

部 総合政策部 課 文化振興課

名称

所在地

設置目的

①市民の文化、芸術の向上を図る。
②文化を振興し、国内外との交流の輪を広げること。
③創造的文化活動と生涯教育の推進を図ること。
④観光及び地場産業の振興を図る。
⑤体育の振興及び健康の増進を図る。
⑥市民の年齢、体力に応じた運動機能訓練の場の提供と健康増進を図る。
⑦高齢者から子どもまで多世代の市民がふれあい、集うことにより、地域交流を図る。

施設概要

指定管理
開始年度

平成　１８　年

規模

近江八幡市立安土文芸の郷公園

近江八幡市安土町桑実寺７７７番地ほか

平成　６　年（大規模修繕　　　　年）

　　　　　　全市　　　　　　　　　　　地域　　　　

敷地面積　116,000㎡、延べ床面積　7,045.74㎡（文芸セミナリヨ：1,938㎡/地上2階、あづちマリエート：3,733㎡/地上2階、安土城天主信長の館：785㎡/地上2階、文芸の郷レストラ
ン：220㎡、文芸の郷練習場：224㎡、多世代交流館：145.74㎡）

公益財団法人　安土町文芸の郷振興事業団

所在地 近江八幡市安土町桑実寺７７７番地

利用料金制 採用している



２．施設の設置目的の達成に関する取り組み【有効性】

令和６年度実績 所管課による検証

施
設
の
維
持
管
理
業
務

（目標）安心安全で快適に利用できるよう施設の維持管理を行う
①保守点検業務
・施設等の適切な日常点検、法定点検、定期点検、検査等により施設等
の維持に必要な保守管理を行い利用するのに支障のない状態に維持す
る。
②清掃業務
・日常清掃（日単位での通年清掃）、定期清掃（ガラス清掃や不定期な
清掃など月単位の清掃）、特別清掃（ワックスかけ等年単位の清掃）の
実施により埃、ごみ、汚れのない清潔な施設を維持する。
③修繕業務
・施設の利用に支障のないよう適切な修繕業務を行う。ただし、修繕内
容に応じて市と指定管理者が協議のうえ実施する。また、1件100万以上
の工事については市の対応により行う。
④施設周辺の保全業務
・施設周辺の樹木植栽及び植栽地内の美観保持、剪定、除草、害虫駆除
等地域への防犯協力も含めた保全業務を行う。
⑤備品管理業務
・施設内備品の日常管理・点検を行い適切な管理を行う。
・各種消耗品の補充を適宜行う。

①保守点検業務
・機械警備、法定点検を含む設備点検等一部委託により実施。その他日
常点検については、マニュアルやチェックシートにより実施し、施設の
維持に必要な保守管理を行った。
②清掃業務
・床面洗浄ワックス、ガラスクリーニング（高所含む）、じゅうたん洗
浄など一部委託により実施、日常清掃についてはマニュアル、チェック
シートにより実施し快適な施設の維持管理を行った。
③修繕業務
・文芸の郷レストランの空調室外機修繕や新紙幣対応工事、文芸セミナ
リヨ・安土城天主信長の館・文芸の郷練習場の消防用設備等点検不備箇
所修繕など24件1,492,032円分の修繕を行った。
④施設周辺の保全業務
・巡回による点検を実施し利用者の安全確保と清潔な環境の確保に努め
た。
・マレットゴルフ場については、令和３年８月の大雨の影響で一部の
コースが山水の流水で崩れたため以降立入禁止の措置をとっていたが、
令和７年１月に遊具等の解体をし、元の森林に戻すよう整備された。
⑤備品管理業務
・施設内備品の日常管理・点検を行い、業務を行うにあたり必要最低限
の備品を購入した。
・消毒液やトイレットペーパーなどの各種消耗品の補充を行った。
⑥各工事における工程会議や協議等に参加し、工事が円滑に進むよう協
力した。

(よかったと評価できる事項)
保守点検や清掃を徹底することで、利用者が
安全安心、快適に利用できるよう施設管理が
できていた。
施設周辺の除草作業等も定期的に行い、敷地
内の美観の維持に努めることができた。

(改善を要した事項と対応）
特になし

施
設
の
運
営
業
務

（

サ
ー

ビ
ス
向
上
策
）

(改善を要した事項と対応)
特になし

（目標）利用者の満足度を高めるサービスの提供
①施設及び設備の使用の許可と料金徴収に関する業務
・公平で適正な施設の貸出業務と適正な料金の徴収を実施する。
②利用者の安全対策に関する業務
・利用者の安全を確保するための対策や体制を整備する。
③設置目的達成に資するための業務
・市民の文化的健康的な生活の向上に寄与できる事業展開の実施。
・公益性を念頭におき利用者が満足し期待感の持てる運営の実施。
④サービスの向上に関する業務
・マーケティング機能を強化し利用者の満足度を把握分析し改善を図
る。
・施設を清潔に保ち創意工夫により利用者の利便性を向上させる。
・各種トラブル、苦情に迅速かつ適切に対応する。

①施設及び設備の使用の許可と料金徴収に関する業務
・使用料等は各条例・規則や協定の定める範囲内で、事前に承認済の料
金で適正に徴収した。
②利用者の安全対策に関する業務
・事故や災害時に備えたマニュアル作成や、緊急時に備えた訓練を実施
した。
③設置目的達成に資するための業務
・市民ニーズの多様性に応え、生涯を通して文化芸術に触れる機会を提
供できる事業や健康増進につながる事業を展開した。
・安土城考古博物館、安土山との連携会議重ね、安土城築城４５０年へ
向けて今後の３館のあり方などの協議を進めた。
・８月１日～１０月３１日にかけて、滋賀県内１９エリアで開催された
「“リアル宝探し”にじいろレイク探検隊」に協力し、親子連れを中心
に多くの方の来場を促進した。
・滋賀県公立文化施設協議会に参画し、関係機関と情報の交換を図ると
ともに、文化施設における技術研修等を行い、資質の向上を図った。
・安土観光団体ネットワーク会議に参画し、地域の催しや観光情報の交
換を行い、ともに観光振興に取り組んだ。
④サービス向上に関する業務
・毎週水曜日に全職員で朝礼を行い、互いのサービスについて確認と意
識の高揚を図った。
・月１回のグループリーダー会議と職員会議を行い、施設間の連携と問
題点の改善やサービス向上について検討した。
・セミナリヨでの各種コンサートやマリエートでの各種事業でアンケー
ト調査を行い、参加者のニーズや意見を把握分析し、次の事業展開に活
かした。
・マリエートでは体育振興に係る健康増進事業を検証するために外部委
員による検証委員会を設置した。
・各施設の迅速な修繕などにより、利用者の安全等を図った。
・万が一の地震や火災等に備え、被害が最小限となるよう、２回の避難
訓練、防災訓練を実施した。
・レストランでは、衛生管理計画に基づき職員の毎日の健康管理を行
い、食中毒への対策と自己意識の向上に努めた。
・トラブルが発生した場合は速やかに報告を行い、検証のうえ再発防止
の改善に取り組んだ。
・安全管理については、担当職員が見まわるとともに、施設設備につい
ては定期点検を行い安全確保に努めた。

(よかったと評価できる事項)
適正に貸館業務を遂行し、市民の文化活動や
体育活動に寄与した。
アンケート調査を行い、市民の意見を日々の
業務や事業に反映した。
朝礼や会議を通して、職員のサービス意識向
上に努めた。また、外部委員による検証委員
会を設置し、事業のブラッシュアップを図っ
た。

（課題）
修繕費の予算が200万円計上されているため、
細かな修理・修繕等を計画的にお願いした
い。

（課題）
特になし

目標と具体的な取り組み（計画）
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(よかったと評価できる事項)
幅広い世代の方が気軽に音楽に触れる機会を
提供し、市民の文化意識の向上に寄与した。
市民のニーズにあった健康増進事業を展開す
ることができた。
施設の特性を活かした事業を実施し、多くの
市民に楽しんでもらうことができた。

(改善を要した事項と対応)
特になし

（課題）
自主事業の決算において、人件費等支出面を
指定管理業務と明確に区別する。

そ
の
他
の
業
務

（

提
案
内
容
の
実
施
業
務
）

自
主
事
業

（目標）生涯を通して文化芸術に触れていただける事業の開催
①文芸セミナリヨ
・パイプオルガンを活かした個性的な事業実施と地域密着型のホールを
目指す。
・地域に即した自主事業実施による収入増と経費節減を図る。
・県内外の施設との連携や音楽団体とのタイアップなど地域活性化を図
る。
②スポーツ施設
・住民の健康、体力づくりと在宅親子がのびのびと活動できる機会とし
て親しまれる施設づくりを目指す
③文芸の郷レストラン
・地域食材を中心としたメニュー提供と宣伝強化に努め集客力アップを
図る。
④安土城天主信長の館
・館内展示物の保存管理に努め、有効利用する。
・地域の子どもたちに安土の歴史を視覚的に体験し学習できる場の提
供。
・観光客やメディアへの対応など知名度アップと集客の取組みの実施
・VR安土城シアターの周知を図り積極的に取り入れた自主事業を実施す
る。
⑤公園、多世代交流館
・園内にごみ箱を設置せずごみの持ち帰りを徹底し、環境美化に努め
る。
・多世代交流館は、開館とし効率的な運営に努める。

①文芸セミナリヨ
・令和７年１月～２月末までトイレの改修工事のため館内への立ち入り
が制限される中、２５事業のコンサート事業を開催した。
・３０周年記念イベントとして夜間特別開館を三夜連続で行い、パイプ
オルガン演奏を三夜別プログラムにて行った。
・はつらつコンサート・ワンコインコンサートの低料金で入場できるコ
ンサートを開催した。
・オルガン見学会やオルガン教室を実施した。
②スポーツ施設
・市内外を対象に幅広い年齢層の方が気軽に利用できる事業として、エ
クササイズ＆ヨガ教室、シニア健康教室、キッズダンス教室を実施し
た。
③文芸の郷レストラン
・新メニューの開発や文芸の郷利用者をはじめ観光客向けのチラシの配
布やのぼり旗の設置、HPやInstagramなどでも積極的に情報発信した。
④安土城天主信長の館
・２０１４年に作成したＶＲ作品「絢爛安土城」を４Ｋ作品に更新し、
映像に英語字幕を追加しインバウンドにも対応できるようにした。
・復元安土城天主及びＶＲ安土城の価値と魅力を引き出す学習会を開催
した。
・ＶＲ安土城の映像と操作を用いた事業として、「タイムスリップツ
アー」と「夏休みこども歴史塾」を開催した。
・滞在時間を延ばし展示物の関心を高める事業として「のぶながビン
ゴ」を実施した。
・令和６年度より大人の方などにも楽しんでいただけるよう「クロス
ワードクイズ」を実施した。
⑤公園、多世代交流館
・スペイン広場では、観光客をはじめ地域住民の方に広く開放してい
る。令和６年度は四阿の改修を行い、開放的な空間となった。
・多世代交流館は８７日間（土日祝日原則開館、１２月～２月休館）開
館し、メリーゴーランドの運行を行った。

施
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の
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（

利
用
促
進
策
）

・文芸の郷の施設や事業の取り組みの周知に努める。
・文芸セミナリヨでは、ホールの優れた音響効果の魅力を存分に体感で
きる「生音」(アコースティック)を基本とした事業展開をし、だれもが
気軽に本物の芸術に触れられる機会を提供する。
・安土城天主信長の館では、タイムスリップ感覚で安土城の魅力をＣＧ
映像で体験できるＶＲ設備の活用および、現代の名工にて復元された安
土城天主希少価値を効果的に活かしつつ、地域の歴史文化を広く発信し
ていける事業展開を行う。
・あづちマリエート他のスポーツ施設では、第3者委員会を設置し、事業
効果の検証や改善点などのアドバイスをいただきながら、人々が健康に
充実した生活を送れるように、健康増進事業の実施と啓発を行う。
・多世代交流館およびレストランの利用促進や、公共の場として人々が
集えるよう安全安心な施設管理を第一として、周辺の自然や歴史色豊か
な景観を保持し、環境に配慮した心安らぐ憩いの場を提供する。

・年間コンサート情報や施設案内のチラシを県内ホール、図書館などの
公共施設へ配布した。
・ホームページをはじめ、Instagramのアカウントを文芸セミナリヨと安
土城天主信長の館に設定し、積極的な情報発信に努めた。
・施設と事業の案内を掲載したチラシを市内と近隣市町へ新聞折込６万
６千部配布した。
・近江八幡観光物産協会などと安土観光共同作成案内を作成し配布し
た。
・文芸の郷友の会の会員を募り、関連情報の周知を図り、利用者の増加
を図った。
・事業の案内として、ＦＭラジオでの宣伝広告や報道機関などへの情報
提供を積極的に行った。
 ◆公益目的事業◆
・音楽専門のコンサートホールとして優れた音響環境を持ち、県内の公
共ホールで唯一のパイプオルガンおよび世界三大ピアノメーカーの一つ
であるベーゼンドルファー社製のピアノを保有し、その特徴を活かし
「生の音」を重視した催しを行った。
・地域密着型ホールの実現に努め、「鑑賞」「普及啓発」「参加育成」
「参加型創造」等バランスのとれた事業を展開した。
・安土城天主信長の館では、現在の名工が復元した安土城天主とバー
チャルリアリティ映像としてＣＧの世界で再現されたＶＲ安土城を、有
意義に活用し、地域の文化を中心に全国に発信し歴史文化振興に寄与し
た。
・織田信長やその時代背景を含め時代の流れの変革期に重要な役割を
担った地域として、歴史に関連した伝統文化の学びの場を提供した。
・スポーツ施設では、多世代にわたって市民や周辺地域の人々が気軽に
参加できる健康教室等の事業を、検証と改善を繰り返し創意工夫しなが
ら実施することにおいて、各年代層の健康増進に寄与した。
・貸館事業として、利用者の視点で平等で利便性が良く安全安心に利用
していただけるよう管理調整に努めた。
・あづちマリエートにあっては、体育館としては数少ない空調完備の特
性を活かし、管理運営に努めた。
・施設を訪れた方々が芸術や文化に触れ、健康づくりの場として快適に
過ごすことができるよう、また、興味や向学心を呼び起こすにふさわし
い機会を提供できる接客に努めた。
◆収益目的事業◆
 ・文芸の郷レストランにおいては、地場産の新鮮な食材を使用した地域
色豊かなメニューやお弁当をとりそろえ、施設を訪れる人々や地域住民
に美味しく食していただいた。また、収益性への考慮やサービス、衛生
面に重きをおき安全安心な食の提供を行った。
 ・安土城天主信長の館においては、歴史的背景豊かな特色のあるお土産
品を販売し、地域に関わる歴史の伝承や観光に貢献するとともに売上の
増加を目指した。また、テレビや書籍等のメディア取材についても、積
極的に対応するとともに、予算の範囲内で広告掲載などのＰＲ活動も
行った。
・施設管理では主に貸出等において、個人利用者のみならず、学校、地
域サークル等の団体が継続して安全に使用でき公平性のある運営管理を
目指した。
・人々が心安らぎ集える美しい景観づくりと維持に努めた。
◆３０周年記念事業◆
・フォトスポットを３ヶ所に設置した。
・「あづちキッズ広場“ワークショップにいざ出陣”を実施し、２日間
で２００名を超える参加があった。
・２０２５年に開催される国スポのハンドバール会場となっているあづ
ちマリエートで「文芸の郷スポーツ教室」を実施した。
・３日間にわたり、「ライトアップ＆オルガンコンサート」を開催し
た。
・「ぶんげいスタンプラリー」を実施し、スタンプラリー終了者には文
芸オリジナル商品を渡した。
・広報事業として、うちわ（２種）制作、文芸の郷各種パンフレットに
ロゴマークを掲載、市内小学校、幼稚園、保育園にチラシ配布、のぼり
旗の設置、ＳＮＳ広告掲載（近江八幡市、東近江市、彦根市在住者へ向
けたInstagram広告）を実施した。

(よかったと評価できる事項)
ニーズを把握した事業実施より、友の会会員
の増加に繋げることができた。
様々な方法で情報発信を行い、施設の利用促
進に努めた。
３０周年記念事業においては、大きな盛り上
がりが見られ、施設の魅力について広く再発
信することができた。

(改善を要した事項と対応)
特になし

（課題）
３０周年記念事業で実施した事業について、
次年度以降も継続できる事業があれば実施し
ていただきたい。



３．効率性の向上に関する取り組み【効率性】

４．利用者の満足度調査等【有効性】 ５．指定管理業務に関して、指定管理者から市への要望

６．指定管理者の自己評価コメント ７．所属の総括コメント

　安土文芸の郷公園は、各施設、勝負の２年目として、事務の効率化や各種改善に
取り組みながら、後世に伝える文化や事業を引き継ぎ、未来を切り開く事業団を目
指し、市の指定管理にかかる事業だけでなく事業団として独自で賑わいの持てる事
業の企画を提案し、文芸の郷設立３０周年という記念の年を盛大に事業に取り組
み、組織としての常識が世間の常識と異なることが無いようアンテナを張りなが
ら、働き甲斐を求め、利用者のために仕事をしていくよう環境づくりに努めていき
ます。
　しかしながら、公益財団法人と指定管理者との両面の課題はありますが、多くの
方に利用していただける公益事業の実施と経営の健全化を目指してまいります。
　また、近江八幡市において、施設の長寿命化対策による改修工事や令和７年に滋
賀県で開催される国民スポーツ大会に向けての改修工事は順次完了していただいて
おりますことからも、当財団の事業運営への影響と利用者の安全を図りつつ、今後
とも公平性のある施設管理と安心安全な事業運営に取り組み、住民に寄り添う事業
団として鋭意努力してまいります。

施設の特性を活かした事業展開を行い、多世代にわたる市民の文化芸術の向上、文化活動と生涯教育の推進、体育の
振興および健康の増進に寄与された。特に令和６年度は、文芸の郷設立３０周年事業を実施され、大人から子どもま
で楽しめる工夫により、多くの人が施設へ訪れるきっかけとなった。また、地域の文化・芸術・スポーツの中核施設
として市内外にアピールすることができた。次年度においても、施設の設置目的に沿った事業を実施し、利用者の満
足度向上に繋げていただきたい。
収支決算においては、長寿命化対策及び国スポの開催に向けた文芸の郷公園及び文芸セミナリヨのトイレ改修、あづ
ちマリエートの照明LED化更新などの工事が行われ、一部施設が利用できない期間もあったが、各施設の改修工事に伴
い見送っていた自主事業や貸館事業等が再開したことにより、経常利益は黒字とすることができた。今後も、物価高
騰が見込まれるため、収益増の方策と経費削減の双方から費用対効果を検討していただきたい。

実施内容・時期

評価頂いている内容

苦情・意見等

・安土城天主信長の館の入館者や文芸レストランの利用者の増加を図
るためにも、安土地域における観光客の誘導の確保及び情報発信など
ハード・ソフト面の各種施策の推進をお願いします

・施設の管理運営をしていく上で、電気料金、灯油やＬＰガスをはじ
めとする燃料費、食材、各種需要品の価格が高騰しており、指定管理
料についてこの点を考慮していただくようお願いいたします

・安土文芸の郷公園が開設して以来３１年が経過し、長寿命化事業に
より施設等の改修等を実施していただきましたが施設における設備等
の老朽化が進んできていることから施設利用者が安心・安全かつ快適
に使用していただけるよう、今後も施設・設備の計画的な改修をお願
いします。

セミナリヨでの各種コンサートやマリエートでの各種事業でアンケート調査を実施。特にマリエートでは
外部委員による検証委員会を設置し、体育振興に係る健康増進事業を検証した。

はつらつコンサートやワンコインコンサートにあっては、安価（５００円）にて音響環境が整った本格的
な音楽専用ホールで生音のコンサートが鑑賞でき、ワンコインコンサートにあっては乳幼児の同伴が可能
であり、事業継続を望む声が多い。

なし

(よかったと評価できる事項)
改修工事が行われていたなかでも工夫して事
業を実施し、安定した収入を得ることができ
た。また、物価高騰の影響を受けながらも経
費削減に努め、経常利益が黒字となった。

(改善を要した事項と対応)
特になし

（課題）
今後も原材料価格やエネルギーコスト等の上
昇が見込まれるため、収入増の方策や、経費
削減のための業務効率化を検討する必要があ
る。

収支状況

前年度実績

【収入】
利用料金等収入　　　　　　　　　　40,227,955円
売店・飲食収入　　　　　　　　　　11,483,875円
事業収入　　　　　　　　　　　　　 5,437,100円
指定管理料　　　　　　　　　　　　46,223,000円
補助金等　　　　　　　　　　　　　　 987,657円
収入合計　　　　                 104,359,587円
【支出】
人件費　　　　　　　　　　　　　　52,537,680円
事務費　　　　　　　　　　　　　　38,686,523円
管理費　　　　　　　　　　　　　　10,377,075円
支出合計 　　　　                101,601,278円

 令和６年度実績

【収入】
利用料金等収入　　　　　　　　　　37,939,152円
売店・飲食収入　　　　　　　　　　10,409,315円
事業収入　　　　    　　　　　　　 7,359,050円
指定管理料　　　　　　　　　　　　46,223,000円
補助金等　　　　　　　　　　　　　　  50,000円
収入合計　　　　                 101,980,517円
【支出】
人件費　　　　　　　　　　　　　　56,758,731円
事務費　　　　　　　　　　　　　　38,532,682円
管理費　　　　　　　　　　　　　　10,224,240円
支出合計　　　　                 105,515,653円


